
学校番号 １００１ 

平成 3１年度 美術科 

 

教科 (専)美術 科目 素描 単位数 ２単位 年次 ２、３年次 

使用教科書 なし 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

造形活動の基本に素描の技術や知識が必要です。授業で技術や知識を学ぶことで、美的感性を磨

き造形活動に必要な技と心を獲得しましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

鉛筆の削り方、線の引き方から始まる基本的な技術・知識を学び様々なモティーフに挑み大学入試

に対応できる程度の技術・知識を得ましょう。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:美術への 

関心・意欲・態度 
b:発想や構想の能力 c:創造的な技能 d:鑑賞の能力 

観
点
の
趣
旨 

素描の創造活動の喜び

を味わい、多様な表現

方法に関心を持ち、主

体的に表現の創造活動

に取り組もうとする。 

感性を働かせて、モテ

ィーフを画面にどのよ

うに入れるかなどで構

成の美しさを考える。 

基本的な素描の表現方

法をを身に付け、更に

モティーフに応じた多

様な表現方法を工夫す

る。 

受講生の作品を制作

途中から適宜鑑賞し

合い、完成後も他の受

講生の作品について

技術面の評価をする

ことで素描の技術・知

識を深め美的感性を

養う。 

評
価
方
法 

学習活動や制作の様子 

作品 

制作の様子 

制作途中の作品 

作品 

制作の様子 

制作途中の作品 

作品 

鑑賞の様子 

鑑賞レポート 

個々の作品の評価点が中心であるが、出席、作品制作状況、レポート等の状況も加味して、上に示す観点

に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめる。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価する。 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 



１
学
期 素

描
の
基
本 

【絵画・彫刻】 

・オリエンテーション 

授業時の心構え 

・鉛筆の削り方や練消しゴ

ムの使い方 

・明度表現と幾何形体 

明暗１０段階表現 

立方体、円柱、球体の素

描 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

a:素描の多様な表現に関心を

持ち、これからの学習に意欲

を持っている。 

b:画面構成、完成時のイメージ

を予め考える。 

c:素描の目的を理解し、鉛筆の

特性を活かして表現してい

る。 

制作の様子 

作品 

 

 

 

 

 

２
学
期 

モ
テ
ィ
ー
フ
を
見
て
描
く 

【絵画・彫刻】【鑑賞】 

・質感の追求（硝子瓶、金属製
品、鳥の剥製、ぬいぐるみ、半
生の鰯の内３点選択して取り
組む） 

 

○  

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

a:夫々の質感を表現すること

に関心を持ち、鉛筆の使い方

などの工夫を考えながら、美

しさを感じる素描に意欲的

に取り組む。 

b:モティーフの条件や美しさ

となどから、画面配置などの

効果を考えて表現の構想を

練る。 

c:丁寧に描写ができ、質感とと

もに形や量感、ムーブメント

などを表現している。 

d:制作途中での他者の作品を

鑑賞し自分の制作の参考と

する。 

制作の様子 

作品 

鑑賞レポート 

 
 

３
学
期 

イ
メ
ー
ジ
表
現
と
鑑
賞 

【絵画・彫刻】【鑑賞】 

・与えられたいくつかの条
件を満たして、画面にイメ
ージした状況をデッサンす
る。 
＊２学期までの作品の評価
を踏まえて難易度が適切な
課題に取り組む。 

○  

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

a:与えられた条件などを考え

て形、立体感、明暗、質感な

どを表現することに主体的

に取り組んでいる。 

b:エスキースの段階で構成を

練り、課題違反が無いかを確

認する。  

c:これまでに修得した技能を

活かし、丁寧に作品をつく

る。  

ｄ：完成の後合評会を実施し、課

題の中でどれだけの空間・スト

－リーが追求しているのかを

話し合う。 

制作の様子 

制作途中の

作品 

完成作品 

鑑賞レポート 

 

※ 表中の観点について a:美術への関心・意欲・態度   b:発想や構想の能力 

c:創造的な技能         d:鑑賞の能力 

 

  



  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容におい

て特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている。 

 

※ 授業時間数や担当者の都合により、実施順序や内容に変更がある場合がある。 

 


